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【方法】2014 年 3 月から 2014 年 5 月において病棟薬剤業務に関連
したプレアボイド報告を集計し、分析・検討した。
【結果】プレアボイド報告数は、約 3 か月間で 31 件であった。発端
は薬歴 7 件、検査結果 6 件、持参薬チェック 6 件の順であった。原
因はその他 8 件、特殊な状況 5 件、過量投与 4 件の順であった。薬




































それらの関連指数 Jf はそれぞれ 9.6、8.0、5.3、5.0、6.0、3.4 あった。
【考察・結論】転倒事故に関連性の高いと思われる薬剤を限定でき
るとわかった。個々の薬剤と転倒事故の関連を評価することによっ
て有効な対策に役立てることが可能になると思われる。今後は入院
患者における対象薬剤使用時の転倒事故回避に対するケアの充実等
に繋がることが望まれる。
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平成 24 年度の診療報酬改定は患者に対する相談支援体制の充実を
評価した。そこで当院は医療安全体制の中に、単に患者支援をする
のではなく、チームとして各職種が総合的な支援を行う患者サポー
トチームを構築し、患者の入退院をコーディネートするＰＦＭシス
テムを導入した。このＰＦＭの導入により薬剤師は患者の持参薬を
鑑別して精査するのみではなく、特に薬学的管理が求められる手術
予定の外来患者の薬剤管理指導を行うようになった。
薬剤師は医療安全委員会の承認を受けた術前に休薬が必要な医薬品
の情報を各部署に提供し、医師、看護師が患者へのサポートを行っ
ていた。しかし患者の高齢化に伴い複数の疾患に多くの内服薬を持
参する術前の患者が増え、より安全な薬学的管理が望まれる。更に
多種のジェネリック医薬品やサプリメント、健康食品の普及により、
手術や麻酔、術後管理への影響が懸念されるため、手術が決定した
早期に薬剤師の介入が重要である。そこで、薬剤師が患者の持参薬
やお薬手帳をもとに、抗凝固剤、抗血小板剤および降圧剤等の術前
から休薬が必要な薬剤などを検討し、休止薬又は内服継続薬を医師
に報告し、受諾後、薬剤師が直接患者をサポートすることにした。
直前の手術延期や中止、術中の多量出血などによる危機的状況の発
生を回避し、患者の安全な周術期をサポートするために、薬剤師は
持参薬に含まれる情報を正確に把握して提案していく必要がある。
ＰＦＭの導入は薬剤師業務を外来へと展開させ、術前外来患者の薬
学的管理と安全な周術期をサポートする体制を目指している。周術
期医療における薬剤師の役割は、術前の持参薬管理から術後の疼痛
管理、休止薬の再開時期等と広範に及ぶが、今回、PMF を介した
術前外来患者の周術期サポートの現状と課題を報告する。
